
【概要版】「旭川市公園施設長寿命化計画」策定に向けた今後の事業方針について

市の考え方 市民の考え方

遊具の更新方法（現計画～次期計画）

地域の意向を確認

行政側からの情報の発信

「身近な公園」の満足度向上

遊具の更新を行う公園の選定

（例）すべり台→すべり台

ブランコ→ブランコ

単純更新（点的な整備）

・市内の都市公園にある遊具1,850基の内，

約半数がC or D判定

・施設数が多く更新が追いついていない。

身近な公園に対する市民の一般的な考え方

（アンケート調査結果より）

・地区ごとに公園を分類

（例）豊岡地区

・公園の面積（種別），誘致距離の重複など総合的

に検討し，地区内での優先順位を決める

・バランスをみながら，地区ごとに予算を配分

公園予算をベースにし，事業の対象とする公園

を選定する。

次期計画

・地域ニーズを踏まえた遊具の更新

・維持管理を行っている指定管理者との連携

・市の方針や考えを主体的に伝えていき，現状の理

解を求める。（ソフト面でのフォロー）

・市の基本的な方針を示した上で，町内会，幼稚

園や保育園，小学校などへのニーズ調査

・アンケート結果の有効活用

（例）鉄棒＋砂場＋ブランコ

→複合遊具＋多目的広場

（例）鉄棒＋砂場＋ブランコ→

（公園整備）複合遊具＋多目的広場 ×

（維持管理）ベンチの補修＋水銀灯の LED化

・身近な公園への親しみ

・新たな公園利用者の創出

・地域活動の活発化

現計画

・市内の都市公園全ての遊具が更新対象

・今ある遊具と同じものに更新

・子どもの遊び場

・今ある施設の存続

・比較的満足（家から近いため）

複合的な更新（面的な整備）

・行政と市民の考えをすりあわせていく必要性

・今後の公園行政には，地域住民の理解が必要

（例）情報発信の方法

・公園の更新情報の周知

・市公式HP，SNSを活用した情報発信

・１公園内でのスリム化（ハードからソフトへ）

・施設数の低減＋維持管理コストの削減

公園の満足

度の向上

公園の将来像

・次期計画（R３～）は，ストック再編の一歩手前

まで（１公園内での集約，再編）

・将来的には，複数公園でのストック再編事業を主

体とした計画の策定を目指す。

※地域合意が得られた場合は，試験的に行う。

資料２－１

現状維持はできない。 現状維持を望む声が多い。

【次期計画における公園整備の進め方】

整備対象公園の選定

・【公園の満足度】を意識した公園整備

・今後の【身近な公園】のあり方

【次期計画における公園整備の進め方】

整備対象公園の具体的整備方針

公園選定後…

次期計画では…

このままでは，ますます老朽施

設を増やすことになる…


